
 

●現行の住宅マスタープランの施策体系と依頼する施策テーマについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）良質な住宅の供給と 

維持管理 

（２）福祉的視点からの 

居住支援 

（３）まちづくりと連携した

良好な住環境形成 

１．安全・安心な住まい 

づくり 

２．環境や景観に配慮した

住まいづくり 

３．住み続けるための 

仕組みづくり 

４．少子化・高齢化時代に

対応した住まいづくり 

５．安心して暮らせる 

仕組みづくり 

東海地震などの発生が予測されてお

り、防災に対する取り組みが重視され

てきている。 

環境問題に対する意識が高まっており、低炭

素社会を目指す取り組みが重視されている。

住宅分野でも、長期優良住宅の普及促進など

の取り組みが始まっている。 

良好な都市景観がまちのイメージや満足度を

高める要素として重要視されてきており、八

王子市でも景観法の制定を受けて魅力ある都

市景観の形成に向けた検討を進めている。 

住宅ストックが増加し、空き家率が高

くなってきている（八王子市の空き家

率：9.6％→10.7％（H15→ H20 住

調）） 

少子化・高齢化が進んできている。

（八王子市の老年人口比率：15.9→

19.7％ 年少人口比率 13.5→13.3% 

(H16→H21 住基)） 

東京都平均より高い公的賃貸住宅比率

（八王子市 9.2％ 東京都 8.6％） 
 

現行マスタープランの施策項目（大項目） 
新しいマスタープランを検討する上で 

審議いただく５つの施策テーマ ５つの施策テーマを整理した背景 




